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【背景】

■26 歳の時に結婚、二人の娘がいる。長女家族は近所に、次女家族は電車で 1 時間ほどのところに住んでいる。孫が小さいときは、世話役を引き受けていた。

■毎日の入浴を欠かさない、きれい好きである。

■夫との関係は良好で、二人でよく旅行に出かけていたが、4 年前に夫が心筋梗塞で亡くなってからは、外出の頻度が減り、下肢の筋力が低下してきた。
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#1 症状緩和が難しく、苦痛が持
続する可能性がある。

#2 家族の心身の負担が軽減され
ず、在宅介護の体制を維持する
のが困難となる可能性がある。

#3 本人の死後、家族の死別に対
するストレス反応が大きくなる
可能性がある。

骨粗しょう症

腰椎圧迫骨折

訪問診療

通所介護

訪問看護

訪問介護

アセトアミノフェン トラマドール塩酸塩

酸化マグネシウム

在宅酸素療法

フェンタニルクエン
酸塩 1 日用テープ

モルヒネ
塩酸塩水和物

モルヒネ塩酸塩注射液
持続皮下注射

遠隔転移

肺内病変の増大

呼吸面積の減少

気道の狭窄

食欲不振 低蛋白血症 下肢浮腫 転倒・転落

格筋減少 倦怠感
セルフケアの困難

うつ・不安 体重減少
ふらつき・脱力

全身衰弱
全身性炎症 発  熱

胸  水

悪液質

胸膜・胸壁
への浸潤

病的骨折

頭  痛

骨  折

視力障害

けいれん

がん性疼痛

本人
家で過ごしたい

家族
本人の希望を叶えたい

急速な悪化に家族が
直面するストレス

家族が自分の時間を
確保できない慣れない介護技術

独り暮らし
長女が近所、次女が電車で
1 時間離れたところに住む

脳転移 脳圧亢進症状

右肺転移

骨転移

反回神経麻痺

呼吸困難感

誤嚥性肺炎

心のう水貯留

左肺腺がん
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